
’3×10－4糎，そのQは4，GOOである一一この共振器を使

用して，波長10糎で・エボナイトボリスチP　’一ルの

£，tanδを敷％の誤差内で測定した．

　　　　　　　　　　　第16圖
　以上同軸型及び圓壕型共振器の例を述べたが，爾者共

接騒抵抗，特に擢動部の影響が大きいこと，金屡表皮抵

　　　　　　　　　　　　　　　i抗の増加，電源及び槍

　　　　　　　　　　　　　　　波結合回路の影響を受

　　　　　　　　　　　　　　　けること，測定回路が

　　　　　　　　　　　　　　　高Qであるために牟

　　　　　　　　　　　　　　　値幅を求めるときの攣

　　　　　　　　　　　　　　　化が少なすぎる等の難

　　　　　　　　　　　　　　　貼がある．これらの難

　　　　　　　　　　　　　　　黙を避けた一例に，第

　　　　　第17圓
働振コイ’汲ﾅHo1波を働振すると，電磁界分布は同圖に

示すように（實線は電界，酷線は磁界）になるので，室

洞の接鯛箇所を切つて流れる壁疏は存在せず，したがつ

（接騒部の影響はない・

　試料は中央部だけにあるので，大部分の電磁界はこの

17圖に示す卒圓辱室

洞共振器のH・i渋姿

態を利用する方法があ

る．即ち共振器の中央

部だけに試賢を挿入し

●
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’中だけに集中し，圓壕周邊の金燭表皮抵抗の影響も受け

ないまた爾端面の影響は同一試料を1個及び2個入れ

た場合の測定の差から除去することができる．邸ち試料、

1飼及び：個入れた場合の共振器の減蓑牽をそれぞれdl，

d，・とすれば

　　　　d1：＝do十（dE十de）　．．∴．，・一1．．．．．．．．．．・．．．・・．・一・・（21）

　　　　4£：＝do十垂（dE十ゐ）　　．．、．．．．．．．．．．．．．．∴・…　鱒・・（22）

となるから，試料の誘電薩損だけによる激衰牽doは
　　　　d。＝24，－dl＿＿＿．．．．＿：＿＿．＿．．．．．＿（23）

で與えられた．ただしdE，　dρはそれぞれ上下端板の損

失及び結合回路の損失による減衰牽である．孚値幅を求

めるには試料及び上面金驕壁の中心に孔を明け・細い金

闘棒を挿入してわずかに同調馳から離調させて行5．例

えば直裡i10糎，厚さ3．92　Fgのポリスチロール2個を

試料・として，内裡15．9糎の室洞共振器を使い・波長10

糎でe＝2．55，tanδ　＝2．7×10－4（精度4％）を得たが・こ

のときの筒調棒の直裡は2．4耗牟値幅に相當する同調

棒の長さの攣化はL95糎であつた．この方法は理論的に

見ても誤差が極めて少なく，糟度も高くすることができ

る一一方試繕の形状，大いさに制限のあることが難黙であ

　る．

　4　むすび’

　以上簡軍であるが糎波における誘電艦特性の測定法の

現況について述べた，わが國でも先年來學研及び學振の

」分科會として阪本科會長のもとにこの方面の測定法の

實用化を圖つているが，その懸用範園の廣いことを考え

　る時その實現の一日も速ならんことを所る次第である．

　　1）　S．Robert＆A．　von　HipPel：ApP・phys・July・1946
　　2）T．W．　Dakin＆CN．　Works：ApP・phys・Sept・1947
　　3）W．H．　Surber：App．　phys．．　Dec．，1948　　’。
　　4）W。「H．Surber：App．　phys．，　June，1948
　　5，W．P．　Hershberger：App．　phys，　Ju夏e，1946
　　6）　C．K．　Jen：　App．　phys，　July，1948

　　7）C．N．　Works，　T．W．　Dakin＆F・W・Bo99s：1・R・E・　April

　　　1944
　　8）梛弁久．義：電學誌昭24年4月
　　g）　山田三喜夫：電蓮僖誌　紹22年1～3月
　10）齋醸成交：攣研超短波測定委鼠禽講廣豫稿昭23年11月
　11）W．R．　Mcclean：App．　phys．　July　1946

’

　　　　　　　　　　超音波探傷器
　　　　　　　　　　　　高木昇・丹弱登（電氣）
　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　超普波インパルスを用いて物騰中の傷を嚢見し・或
ーは金属板の厚昧を測定することはアメリカでは既にあ
る程度實用化されている．これをわが國の現歌に慮じ
て設計し，さらに薪しい研究改良を加えた装置を試作
’して研究を甦めつつあり，その髪置の概要をi報告する．

　逡信機　まず圖の如く所要繰返周波撒のインパルス

　tvv　　～　　」Ll　　十十

辮　量鰹　鰭　撫姦

距萬目・

回隠
播引
回路，

亦晶振動子

L囲ブラウ、管

　　　　超吾波傷黍回路圖

（パルス幅1～20ysec）を作y，これでUY　807の獲
振器を攣調して所要twrc周波数のインパ・レスを得てい
る．現在は10Mc（鋼鐵内の超暑波の波長約0・5mm）
～2Mcを使用しているが，試料に癒じた最適周波数を

決定する豫定である．
逡受振器機械一電氣振動攣換器としては縦演を登

生する如くX板水晶振動子を使用し，その厚味は印加

周波数に共振させてある．　　　　　　　　　　　’
　璽信機スーパーヘテロダイン型で中間周波数14Mc・

帯域幅±1Mc，綜合利得侭約80db・
　甚樂周波数護生器　板の厚味・質料内の傷の位置を
正碓に知るために安定な基準周渡敷として　150kcの
水晶螢振器及び周波敷擾降回路を用v・て50・10，2kc
の繰返周波敏詮作りt費料の大きさに癒じて選鐸使用．
している．どれによbて測定し得る贅料の全長は鋼鐵
の場合約5，25，13Ccmである．また上蓮の周波数によ
って6．7，20，100肉eとの等間隔目盛を作つて測定精
度を高めている．實測結果に就ては近く報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1949●8●15）
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